































もある（1）。Facebook や Twitter といった，IT ベースのソーシャル・ネットワー
キングがめざましい進歩を遂げる中で，若者同士の人間的なつながりの希薄さに警
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カウンセリングにおいてそれは，初回，または初期の段階（初めの 2 － 3 回のセッ
ション）においてある程度成立する関係性として考えられているのである。言い換
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者の年齢は，17 歳から 70 歳で，そこには非常に大きな幅があった。研究参加者の
ユース期の年齢の 2 倍以上であったリーダーは約半数で，さらに 50 代，60 代，70
代のリーダーが計７人挙げられた。ラポールが形成されなかったリーダーとして挙
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への手紙 12 章 15 節であろう。「喜ぶ人と共に喜び，泣く人と共に泣きなさい」と
いうこの短い節に対して，教会の歴史上，様々な解釈が施されてきた。宗教改革者
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リスチャンとして，第二ペトロ１章 5 － 7 節に「信仰には徳を，徳には知識を……
信心には兄弟愛を，兄弟愛には愛を加えなさい」とあるように，何にもましてそこ
に愛を加えなくてはならないのである。
８　最後に…
　最後に質的研究の特徴をもう一度確認してこの研究を閉じたい。量的研究との比
較で考える時，質的研究はその性質上，データ収集から分析に至るまで，研究者の
主観が入る余地が残されており，またそれを抜きにしては成立しないものである。
本研究は，マイケル・クイン・パットンによって示されたグラウンデッドセオリー
の研究方法に忠実に実施され，研究者は細心の注意を払い，客観的なデータ収集，
既存の研究との比較分析，そして立論の形成に努めたと自負するが，研究結果をあ
る程度の信頼に値するものと見るか，あるいは客観性に欠ける駄論とするかは，当
然意見が分かれるところであろう。繰り返しになるが，本研究は限られた数の研究
参加者を対象にして行われているため，その結果を直ちに広く一般化することが出
来るという性質の研究ではない。さらに時の流れと共に，ユース自身も，ユースを
とりまく社会も，また研究者自身も様々な変化を遂げることから，研究結果の実際
の有効期間も様々であろう。しかし一方で本研究は，第三者の推論や試論だけに基
づくものでも，過度に一般化された人間論や文化論だけに基づくものでもなく，現
象が実際に起こっている現場，つまり「グラウンド」（地面，地べた）から直接に
得られたデータを分析し，そこから沸き上がるパターンや規則性を通して構築され
たものであり，その結果は，最も現実に近いものである可能性を持っている。以前
にも述べたが，質的研究の結果は，量的研究のそれと対比させ，二項対立の図式の
中でその優劣が競われるべきものではなく，研究の目的を果たすためにあらゆるデ
クリスチャンユースのラポール形成に関する質的研究
104
ータを活用するというスピリットの中で，説得力を持つ実践的な取り組みの手掛か
りとして，また問題解決のひとつの糸口を見出そうとする試みとして活用されるべ
き類のものである（34）。これから先このような研究が頻繁に実施され，クリスチャン
ユースの理解が深まり，彼らに対するミニストリーが情熱を持っておしすすめられ
ることを祈りたい。
（34）萱間真美『質的研究実践ノート』医学書院，2007 年，3，51 頁
